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2020 年度 基本的臨床能力評価試験を開催しました！！ 

研
修
医
瓦
版 

兵庫県に対する緊急事態宣言の発出にともない、神戸大学活動制限指針の制限レベルが 

一部「2 制限-小」に引き上げられました。 

 WEB にて受講いただけます！！ 
 COVID-19 感染拡大を鑑み感染対策の徹底を求められております。 
 当面の間、Web会議システム（対面なし。オンデマンド配信併用）にて 
 開催することとなりました。 
 1 月の状況により開催形式が再変更となる可能性があります。 

今後の後期研修やキャリア形成に向けて 

客観的な課題を明らかにするツールとなっており、 

自身の臨床能力の実力を確認することができます。 

後日、試験結果の通知（点数・全国順位）を 

個別にお渡ししますので、 

力を入れるべき分野・領域を把握し、 

ぜひ今後の研修に役立ててください！ 

12 日(火) 
消化器内科 鷹尾 俊達 先生 
  『胃カメラの基本と応用』 

14 日(木) 
リハビリテーション科 酒井 良忠 先生 
『地域医療に携わる医師に必要な 
      リハビリテーションの知識』 

19 日(火) 
消化器内科 増田 充弘 先生 

『膵腫瘍の診断と治療』 

２月 研修医ミーティング 

《医学研究科および附属病院の職員は、以下の点にご注意ください。》 

 

＊緊急事態宣言対象地域への出張・旅行は自粛してください。 

＊不要不急の外出（外食含む）を自粛。生活を維持するための外食は可。 

＊生活の維持のための必要な外出についても、感染リスクのある場所 

 （換気などの感染対策が不十分なところ）へは、出入り禁止。 

＊同居家族等の生活を共にしている者以外との会食は禁止。 

第 3回 外科ハンズオンセミナー（1.7） 

COVID-19 に対する医学研究科・附属病院の取り扱いについて 

開催日 講師 タイトル 

3 日 

(水) 

病理診断科 

伊藤 智雄先生 
人生を決める 

プレゼンテーション術 

10 日 

(水) 

食道胃腸外科 

裏川 直樹先生 
急性腹症の診察 

18 日 

(木) 

耳鼻咽喉・頭頸部外科 

入谷 啓介先生 
嚥下機能評価と 

気管カニューレについて 

19 日 

(金) 

食道胃腸外科 

瀧口 豪介先生 
消化管癌の診断と治療 

24 日 

(水) 

救命救急科 

小谷 穣治先生 
重症患者の栄養療法 

26 日 

(金) 

耳鼻咽喉・頭頸部外科 

下田 光先生 
耳鼻科の救急 

 

研修医リーダー 

荒木 直人 先生 

呼吸器外科 

土井 健史 先生 

第 3回 外科ハンズオンが開催されました。 

第 1回、第 2回同様に外科の先生方ご協力のもと、 

前腕縫合モデルを用いた縫合練習を 

マンツーマンでご指導いただき、 

有意義な実技訓練をなりました。 

今年度はこれでラストとなります！ 

ご協力いただきました指導医の先生方に 

心より感謝申し上げます。 

☆病院説明会 開催予定☆ 

◯近畿地区  

全国の医・歯学生のための臨床研修病院説明会 

日時：2021 年 2 月 20 日(土)11:00～16:00 

https://www.kinki-byouin-setsumeikai.com/ 

◯神戸大学病院群初期研修プログラム病院説明会 

日時：2021 年 3 月 6日(土) 

   午前の部(11:00～12:00) 

   午後の部(13:00～15:00 予定) 

 リモート説明会に参加！ 

 
ポスター(右)参照ください♬ 

(申込みは終了しています) 

2 月、3月に病院説明会が開催されます。 

ぜひご参加ください！！ 

眞庭 謙昌先生が 2月 1日より 
神戸大学医学部附属病院長に就任され、 
1 月末をもって副センター長を離任されました。 
新 副センター長には肝胆膵外科 木戸 正浩先生が 
就任されました。 

 2 月 1 日より病院長に就任するにあたり、 

当センターの副センター長から外れることになりました。 

約 8 年間務めさせていただきましたが、 

お世話になりましたセンターのメンバーの方々、 

そしてお付き合いいただきました代々の研修医の方々に 

感謝申し上げます。 

  

2 年目研修医の必修事項である「基本的臨床能力評価試験」を 1 月 31 日(日)に開催しました。 

副センター長 交代のご挨拶 

医療を取り巻く環境が激変するなかで、研修医制度や専門医制度についても、この 8 年の間、 

常に変化してまいりました。当センターでもそれに対応すべくシステムの改変に努め、 

時には試行錯誤の中から新しい仕組みを築いてきており、 

私もその一端を担わせていただきました。幸いなことに、 

毎年フルマッチに近い状況で、とても優秀な研修医の方々に 

つどっていただけたと思っています。本院においては今後、 

関連する基幹病院の新設などの地域医療の充実への貢献、 

臨床研究中核病院の認定、ICCRC を中心とした 

新しい医療技術の開発など、大きな役割を 

担っていくことになります。本院で研修を受けられた 

若い先生方が夢を持って 

これらのプロジェクトに取り組み、 

牽引していく立場になっていただけるよう、 

その環境づくりに努めていきたいと思います。 

これからも共に励んでいきましょう。 

よろしくお願いいたします。 眞庭 謙昌 病院長 

この度副センター長を拝命しました木戸です。2004 年 4月より 2 年間の 

医師臨床研修が必修化され、その 1 年後の 2005 年に神戸大学へ帰学し、 

病棟オーベンとして当時必修科目であった外科ローテーターの研修医を 

直接指導しておりました。その後 2009 年から 2014 年までは卒後臨床研修委員として

神戸大学独自の研修プログラム作成などに携わってきましたが、現職につくと同時に 

すっかり離れておりました。 

ところが約６年ぶりにこの世界へなぜか戻ることになりました。 

当時は「兄貴」として研修医の皆様に接していた 

つもりですが、今や完全に「親父」の年齢となり、 

若い皆様がジェネレーションギャップを激しく感じることは 

想像に難くないことです。しかも「親父」という生き物は 

そもそも野暮ったい存在とは十分承知しております。 

しかしながら「親父」は頼りにされるとより頑張る 

生き物でもありますので、そんな「親父」を 

疎んずることなく、是非頼りにしていただけると幸いです。 

これを機に私自身初心に帰り、神戸大学で研修した皆様が 

心から良かった思える病院にすべく縁の下の力持ちに 

なれればと思っておりますので、よろしく御願いいたします。 
木戸 正浩 副センター長 


